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(54)【発明の名称】 超音波観測装置

(57)【要約】
【課題】  任意の走査ピッチと走査ストロークに対応す
るＤＰＲ画像を表示可能な超音波診断装置を提供する。
【解決手段】  振動子５を備えた超音波プローブには走
査用駆動ユニット６を介して超音波観測装置３を構成す
る送受信ユニット１１に接続され、この送受信ユニット
１１は演算処理部３１を備えたコンピュータ１２に接続
され、ラジアル走査によりラジアル画像を生成してリニ
ア画像と共にモニタ４に同時にＤＰＲ画像を表示を行
い、リニア方向に手動移動したような場合にはキーボー
ド３５からその場合のリニア方向の走査情報を入力する
ことにより、演算処理部３１はその走査情報に従ってラ
ジアル画像とリニア画像とを再構築する処理を行い、モ
ニタ４には入力された走査情報に従ったスケールのラジ
アル画像とリニア画像とを同時に表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波振動子を有する少なくともラジア
ル走査が可能な超音波プローブと、
前記超音波振動子を機械的に走査させながら、超音波振
動子の位置を検出あるいは設定する振動子位置信号の位
置信号作成手段と、
振動子位置信号に同期して送信信号を発生し超音波振動
子を駆動すると共に、得られたエコー信号を受信して検
波する送受信ユニットと、
送受信ユニットで処理されたエコー信号をデジタルデー
タに変換して取り込み、ラジアル方向及びリニア方向の
超音波断層像を生成する断層像生成手段とを備えた超音
波診断装置において、
前記振動子位置信号をもとに走査方式の情報を認識する
走査方式認識手段と、
走査方式の認識結果から表示スケールを設定する表示ス
ケール設定手段と、
設定された表示スケールに従ってラジアル方向及びリニ
ア方向の超音波断層像を生成する演算手段と、
新規あるいは修正された走査情報値を入力する走査情報
入力手段と、
前記新規あるいは修正された走査情報値に従って、ラジ
アル方向及びリニア方向の超音波画像を演算手段により
再構築して表示手段に表示するようにしたことを特徴と
する超音波診断装置。
【請求項２】  超音波振動子を有する超音波プローブ
と、
超音波振動子を機械的に走査させながら、振動子の位置
を検出あるいは設定する振動子位置信号作成手段と、
位置信号に同期して送信信号を発生し超音波振動子を駆
動すると共に、得られたエコー信号を受信して検波する
送受信ユニットと、
送受信ユニットで処理されたエコー信号をデジタルデー
タに変換するＡ／Ｄ変換手段と、
Ａ／Ｄ変換手段から得られたデジタルデータを取り込
み、ＣＰＵで合成演算して複数方向の超音波断層像を生
成する演算手段からなるコンピュータで構成される超音
波診断装置において振動子位置信号をもとに走査方式の
情報を認識する走査方式認識手段と、
走査方式の認識結果から表示スケールを設定する表示ス
ケール設定手段と、
設定された表示スケールに従って複数方向の超音波断層
像を生成する演算手段と、
走査方式の情報の新規値あるいは修正値を入力する走査
情報入力手段と、
新規あるいは修正された走査情報値に従って、複数断面
の超音波画像を演算手段により再構築することを特徴と
する超音波観測装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】本発明は超音波プローブを用
いて超音波断層像を得る超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、超音波振動子を内蔵した超音波プ
ローブを用いて生体等に対する超音波断層像を得る超音
波診断装置は医療分野において広く採用されるようにな
っている。例えば、本出願人による特願平１１－３６５
３６７号中の図１において、ラジアル画像及びＤＰＲ画
像（ラジアル／リニア同時表示）を表示可能な超音波診
断装置を提案している。
【０００３】この図１の構成では、３次元走査可能な超
音波プローブと３次元走査用駆動ユニットを接続して、
超音波プローブをラジアル回転しながら、あらかじめ決
められたピッチとストロークでリニア方向に進退させ
て、複数のラジアル画像データを取り込む。表示画像
は、位置検出回路からの位置情報と設定されているピッ
チとストロークの情報から、ラジアル画像とリニア画像
のスケールがあっているＤＰＲ画像表示を行っていた。
【０００４】また、ラジアル走査のみ可能な超音波プロ
ーブを接続し、ラジアル画像任意の断面の経時的な変化
を示す疑似ＤＰＲ表示（ラジアル画像とリニア画像のス
ケールがあっていない同時表示）行っていた。
【０００５】ところで、超音波診断装置では、超音波プ
ローブ及び駆動ユニットより出力される識別コード（周
波数、振動子種別、走査方式等）により、画像表示に対
する各種設定を自動設定していた。例えば、識別コード
毎に、ゲイン、コントラスト、ＳＴＣ、γカーブ、送受
信波形設定等の画質設定値のプリセット及びバックアッ
プの実施、あるいは振動子の走査方式（ラジアル走査／
３Ｄ、低速回転／高速回転）の自動設定を行っていた。
【０００６】また、擬似ＤＰＲ表示を行う場合、接続プ
ローブの識別コードを判別し、リニア画像上のスケール
表示を行わず、リニア画像上での各種計測機能を禁止す
る処理も行っていた。
【０００７】
【発明が解決しようとした課題】ラジアル画像とリニア
画像のスケールが合ったＤＰＲ画像を表示するために
は、あらかじめ走査ピッチと走査ストロークが決められ
た専用の超音波プローブと３次元走査用駆動部が必要で
あった。そのため、長いストロークが必要な場合は３次
元走査用駆動部の外形寸法が大きくなるためスペースを
取るため検査の邪魔となったり、短いストロークでは走
査範囲が限定されるため、種々の部位の検査や病変に対
応することが困難であり汎用性が低かった。
【０００８】また、超音波診断装置側で想定していない
ピッチとストロークの超音波プローブ及び３次元走査用
駆動部に対応するためには、超音波診断装置のソフトウ
ェア変更が必要であった。
【０００９】また、特願平１１－３６５３６７号中の図
９では、複数枚のラジアル画像を取り込み、ラジアル画



(3) 特開２００１－３３３９０４

10

20

30

40

50

3
像のデータを用いリニア画像を構築していた。リニア画
像を構築する際のラジアル断層像の間隔は、超音波プロ
ーブ及び３次元走査用駆動部のピッチにより決められ、
ラジアル断層像の枚数は超音波観測装置側であらかじめ
決められているか３次元走査用駆動部のストロークとピ
ッチの関係（取り込み枚数＝ストローク／ピッチ）から
決定されていた。このため、任意の走査ピッチと走査ス
トロークの場合に対応するＤＰＲ画像を表示させること
ができなかった。
【００１０】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたもので、任意の走査ピッチと走査ストロー
クに対応するＤＰＲ画像を表示可能な超音波診断装置を
提供することを目的とする。
【００１１】また、超音波プローブ、プローブ駆動部の
仕様に依存せずに汎用性があり、種々の３次元走査方式
に対応して、超音波断層像の複数像同時表示が実現でき
る超音波診断装置を提供することも目的とする。
【００１２】
【問題を解決する手段】超音波振動子を有する少なくと
もラジアル走査が可能な超音波プローブと、前記超音波
振動子を機械的に走査させながら、超音波振動子の位置
を検出あるいは設定する振動子位置信号の位置信号作成
手段と、振動子位置信号に同期して送信信号を発生し超
音波振動子を駆動すると共に、得られたエコー信号を受
信して検波する送受信ユニットと、送受信ユニットで処
理されたエコー信号をデジタルデータに変換して取り込
み、ラジアル方向及びリニア方向の超音波断層像を生成
する断層像生成手段とを備えた超音波診断装置におい
て、前記振動子位置信号をもとに走査方式の情報を認識
する走査方式認識手段と、走査方式の認識結果から表示
スケールを設定する表示スケール設定手段と、設定され
た表示スケールに従ってラジアル方向及びリニア方向の
超音波断層像を生成する演算手段と、新規あるいは修正
された走査情報値を入力する走査情報入力手段と、前記
新規あるいは修正された走査情報値に従って、ラジアル
方向及びリニア方向の超音波画像を演算手段により再構
築して表示手段に表示するようにしたことにより、実際
に走査した場合の任意の走査ピッチと走査ストロークを
走査情報入力手段により入力することにより、その走査
情報値によりラジアル方向及びリニア方向の超音波画像
を演算手段により再構築して表示手段に表示させること
ができるようにしている。
【００１３】また、超音波振動子を有する超音波プロー
ブと、超音波振動子を機械的に走査させながら、振動子
の位置を検出あるいは設定する振動子位置信号作成手段
と、位置信号に同期して送信信号を発生し超音波振動子
を駆動すると共に、得られたエコー信号を受信して検波
する送受信ユニットと、送受信ユニットで処理されたエ
コー信号をデジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換手段
と、Ａ／Ｄ変換手段から得られたデジタルデータを取り
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込み、ＣＰＵで合成演算して複数方向の超音波断層像を
生成する演算手段からなるコンピュータで構成される超
音波診断装置において振動子位置信号をもとに走査方式
の情報を認識する走査方式認識手段と、走査方式の認識
結果から表示スケールを設定する表示スケール設定手段
と、設定された表示スケールに従って複数方向の超音波
断層像を生成する演算手段と、走査方式の情報の新規値
あるいは修正値を入力する走査情報入力手段と、新規あ
るいは修正された走査情報値に従って、複数断面の超音
波画像を演算手段により再構築することにより、超音波
プローブ及びその駆動部の仕様に依存せずに汎用性があ
り、種々の３次元走査方式に対応して、超音波断層像の
複数像同時表示が実現できるようにしている。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図４は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態の
超音波診断装置の全体構成を示し、図２は３次元走査用
駆動ユニットを用いてラジアル画像とリニア画像とを同
時表示した例を示し、図２はラジアル走査用駆動ユニッ
トを用いてラジアル画像とリニア画像とを同時表示した
例を示し、図４は本実施の形態の処理動作のフローチャ
ートを示す。
【００１５】図１に示すように本発明の第１実施の形態
の機械走査式の超音波診断装置１は、体腔内などに挿入
される超音波プローブ部２と、この超音波プローブ部２
が着脱自在に接続され、送受信ユニット１１及びコンピ
ュータ１２からなる超音波観測装置３と、この超音波観
測装置３に接続され、超音波断層像を表示するモニタ４
とから構成される。
【００１６】超音波プローブ部２は超音波を送受信する
超音波振動子（以下、振動子と略記）５を内蔵し、この
振動子５は例えばフレキシブルシャフトの先端に取り付
けられ、このフレキシブルシャフトの後端には走査用駆
動ユニット６が接続されるようになっている。なお、超
音波プローブ部２はより具体的には図６に示すように振
動子５及びフレキシブルシャフトを収納したシース４４
を有する超音波プローブ４３を有する。そして、その後
端に走査用駆動ユニット６が接続されるようになってい
る。
【００１７】走査用駆動ユニット６としては３次元走査
用駆動ユニットとラジアル走査用駆動ユニットがある。
走査用駆動ユニット６がラジアル走査用駆動ユニットの
場合にはラジアル走査用モータ７が設けてあり、モータ
７をモータ駆動回路８によって回転駆動することによ
り、振動子５を機械的に回転駆動して機械的にラジアル
走査を行えるようにしている。また、モータ７には位置
検出回路９が設けてあり、この位置検出回路９は回転駆
動の位置信号を出力する。
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【００１８】３次元走査用駆動ユニットの場合にはさら
にリニア走査用モータが設けてあり、リニア方向にも走
査できるようにしている。この場合には位置検出回路９
はラジアル走査用モータ７とリニア走査用モータとの両
位置信号を出力する。また、各超音波プローブ部２には
そのプローブの識別コードを発生するプローブ識別コー
ド発生回路１０が設けてある。
【００１９】超音波プローブ部２が接続される超音波観
測装置３は振動子５と接続されることにより送信信号を
出力し、かつ受信信号に対する増幅及び検波などを行う
送受信ユニット１１と、この送受信ユニット１１と接続
され、ラジアル画像などを生成する信号処理及び演算処
理などを行うコンピュータ１２とを有する。
【００２０】なお、送受信ユニット１１はコンピュータ
１２内のＰＣボード２２に、該コンピュータ１２に設け
られた接続手段（図示せず）を介して電気的に接続され
る。送受信ユニット１１内には送信信号発生器１３が設
けられ、この送信信号発生器１３で発生されたパルス状
の送信信号は送信アンプ１４で増幅されて振動子５に印
加され、超音波をパルス状に発射するようにする。送信
信号発生器１３は、コンピュータ１２内のコントローラ
１５の制御により基準となる送信信号を発振し、送信ア
ンプ１４に与える。
【００２１】モータ駆動回路８は、コンピュータ１２内
のコントローラ１５からのタイミング信号によって制御
され、モータ駆動信号をモータ７に与える。モータ７
は、モータ駆動回路８からのモータ駆動信号に基づきそ
の駆動が制御され、このモータ７の回転軸にその回転の
中心となるように取り付けられた振動子５を回転させ
る。
【００２２】振動子５は、この振動子５の回転により位
置検出回路９から出力される位置信号をコントローラ１
５に取り込んでタイミング信号と同期して、超音波パル
スを発射するもので、送信アンプ１４から供給された送
信信号を超音波パルスとして、その回転に応じて例えば
生体内に発射する。
【００２３】また、振動子５は、その生体組織から反射
された反射波を受信し、受信した信号を受信アンプ１６
に与える。受信アンプ１６は、所定のレベルまで増幅
し、ＢＰＦ１７により所定の周波数（不要な信号成分）
が取り除かれた後に検波回路１８に与える。検波回路１
８は、取り込んだ信号に検波処理を施し、増幅率が可変
可能な可変増幅器であるＧＡＩＮ／ＳＴＣ１９に与え
る。
【００２４】ＧＡＩＮ／ＳＴＣ１９は、コンピュータ１
２側の制御で自在に増幅率を可変させることが可能であ
り、供給された信号を所定の大きさに増幅し、ＬＰＦ２
１に与える。ＬＰＦ２１は、供給された信号の低域成分
を通過させ、コンピュータ１２内のＰＣボード２２に設
けたＡ／Ｄ変換器２３に供給する。
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【００２５】ＰＣボード２２は、コンピュータ１２の内
部バスに着脱可能に取り付けらたボードであり、図１に
示すようにＡ／Ｄ変換器２３、Ｄ／Ａ変換器２４、受信
データ用メモリ２５、ＧＡＩＮ／ＳＴＣ用メモリ２６、
コントローラ１５、ＰＣ内部バスコントローラ２７を含
んで構成され、受信データ用メモリ２５、ＧＡＩＮ／Ｓ
ＴＣ用メモリ２６、コントローラ１５、ＰＣ内部バスコ
ントローラ２７はＰＣボードローカルバス２８に接続さ
れている。
【００２６】コントローラ１５は、送受信ユニット１１
の送信信号発生器１３及びモータ駆動回路８と接続さ
れ、タイミング信号を供給することによって送信信号の
発振やモータ駆動を制御する。また、このコントローラ
１５には位置検出回路９からの位置信号が入力されると
共に、プローブ識別コード発生回路１０からプローブ識
別コードが入力されるようになっている。
【００２７】ＧＡＩＮ／ＳＴＣ用メモリ２６には、送受
信ユニット１１内のＧＡＩＮ／ＳＴＣ１９をの増幅率を
可変させるのに必要な情報が格納されており、前記コン
トローラ１５の制御により読み出された情報はＤ／Ａ変
換器２４によってアナログ変換され、ＧＡＩＮ／ＳＴＣ
１９に与えられることで、該ＧＡＩＮ／ＳＴＣ１９の増
幅率を変化させている。
【００２８】Ａ／Ｄ変換器２３は、送受信ユニット１１
のＬＰＦ２１に接続され、該ＬＰＦ２１からの供給され
る信号をデジタル変換し、受信データ用メモリ２５に与
える。この受信データ用メモリ２５は、この供給された
受信データを格納するもので、読み出し時には、読み出
した受信データをＰＣボードローカルバス２８、ＰＣ内
部バスコントローラ２７を介してＰＣ内部バス２９上に
出力する。
【００２９】ＰＣ内部バスコントローラ２７は、ＰＣ内
部バス２９に接続された全ての回路間での入出力やその
入出力に伴うバス経路等の制御を行うことが可能であ
り、コンピュータ１２内の主制御手段としての演算処理
部３１によって指示制御される。
【００３０】前記ＰＣ内部バス２９を有するコンピュー
タ１２は、該ＰＣ内部バス２９上に接続される上述した
ＰＣボード２２、演算処理部（ＣＰＵともいう）３１、
データ及びプログラムの記憶手段であるＰＣ内部メモリ
３２、ＰＣ補助記憶装置３３、画像出力部３４、キーボ
ード３５及びトラックボール３６が接続されるインタフ
ェース（Ｉ／Ｆと略記）３７を備えて構成している。ま
た、このコンピュータ１２の画像出力部３４には、該コ
ンピュータ１２の接続手段（図示せず）を介して、超音
波画像を表示する表示手段としてのモニタ４が接続され
るようになっている。
【００３１】コンピュータ１２において、演算処理部３
１は、出力モードに応じた画像表示を実行するのに必要
な演算処理（例えば座標変換及び補間処理等）を行う処
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7
理回路であり、この演算処理に必要なプログラムは、Ｐ
Ｃ内部メモリ３２に格納されるようになっている。また
このＰＣ内部メモリ３２は、ＰＣボード２２からのデー
タを一旦格納する。
【００３２】ＰＣ補助記憶装置３３は、予備の記憶装置
であり、例えば演算処理に必要なプログラムや受信デー
タ等記憶することも可能であり、またその演算処理等の
処理に伴い記憶領域が足りなくなった場合には該ＰＣ補
助記憶装置３３の記憶領域を使用することも可能であ
る。
【００３３】画像出力部３４は、ＰＣ内部バス２９を介
して供給されたデータに対し、選択された画像の出力モ
ードに基づく表示処理を行い、モニタ４に供給する。モ
ニタ４は、コンピュータ１２によって処理されたデータ
に基づく画像を表示するものである。
【００３４】コンピュータ１２のＰＣ内部バス２９上に
接続されたＩ／Ｆ３７は、トラックボール３６及びキー
ボード３５からの操作指示信号を受信し、この受信した
操作指示信号を演算処理部３１に供給する。超音波プロ
ーブ部２における超音波プローブまたは駆動ユニット６
に設けたプローブ識別コード発生回路１０の出力信号
は、コンピュータ１２内のＰＣボード２２のコントロー
ラ１５に入力されるようになっている。
【００３５】本実施の形態では、特にラジアル走査用駆
動ユニットを使用した場合には、リニア方向にはスケー
ルを表示しないで表示するが、手動でリニア走査したよ
うな場合にはその走査情報を入力することにより、その
走査情報を反映してラジアル画像とリニア画像とを再構
築して表示できるようにしている。
【００３６】次に本実施の形態の作用を説明する。い
ま、図１に示す超音波診断装置１を用いて体腔内の超音
波診断画像をモニタ４に表示するものとする。この超音
波診断装置１による検査を開始すると、まず、コントロ
ーラ１５によりモータ駆動回路８を通して、モータ７が
駆動することにより、振動子５を回転させる。
【００３７】すると、振動子５は、この振動子５の回転
により位置検出回路９から出力される位置信号をコント
ローラ１５に取り込み、この信号と同期してコントロー
ラ１５のタイミングに同期して、送信信号発生器１３と
送信アンプ１４により、振動子５で超音波パルスを、例
えば体腔内の部位周辺に送信する。
【００３８】そして、振動子５でその生体組織から反射
された反射波を受信し、受信した信号は、受信アンプ１
６により所定の大きさに増幅される。増幅された受信信
号は、ＢＰＦ１７によって不要なノイズ成分が取り除か
れた後、検波回路１８で検波される。
【００３９】検波された信号はＧＡＩＮ／ＳＴＣ１９で
所定の大きさに増幅される。このとき、超音波パルスを
照射する部位が遠くに有る場合には、その反射波の伝搬
時間が経過することなるので、その反射波を受信した受
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信信号のレベルが時間とともに小さくなってしまうこと
もある。したがってこのような場合には、コントローラ
１５による制御により、ＧＡＩＮ／ＳＴＣ１９による増
幅する際に、遠距離になるほど小さくなる受信信号を時
間とともに大きくなるように補正する。
【００４０】その後、ＧＡＩＮ／ＳＴＣ１９からの出力
信号はＬＰＦ２１に供給されることにより、供給された
信号の低域成分のみが通過され、通過した受信信号は送
受信ユニット１１からコンピュータ１２側へと出力され
る。一方、コンピュータ１２側において、送受信ユニッ
ト１１から出力された受信信号は、コンピュータ１２の
ＰＣ内部バス２９に取り付けられたＰＣボード２２に入
力される。
【００４１】ＰＣボード２２に入力された受信信号は、
Ａ／Ｄ変換器２３でデジタル信号に変換され、受信デー
タ用メモリ２５に格納される。このとき、１フレーム分
のデータが受信データ用メモリ２５に格納されると、受
信データ用メモリ２５からのデータは、ＰＣボード２２
のローカルバス２８で接続されたＰＣ内部バスコントロ
ーラ２７を介して、ＰＣ内部バス２９を通じてコンピュ
ータ１２のＰＣ内部メモリ３２に転送される。
【００４２】上記ＰＣ内部メモリ３２へのデータ転送
は、振動子５の回転により位置検出回路９から出力され
る回転に同期した位置信号を元に、コントローラ１５か
らデータ転送開始信号をＰＣ内部バスコントローラ２７
に出力することにより、ＰＣ内部バスコントローラ２７
が受信データ用メモリ２５からＰＣ内部バス２９を通し
て行われる。
【００４３】こうして、ＰＣ内部メモリ３２には、受信
データが転送され、その後、演算処理部３１によって座
標変換及び補間処理が実行される。つまり、ＰＣ内部メ
モリ３２に転送された受信データをＰＣ内部メモリ３２
に格納されているプログラムで演算処理部３１で座標変
換及び補間処理することにより超音波画像データを生成
し、生成した超音波画像データをＰＣ内部メモリ３２に
格納して、画像出力部３４を通してモニタ４に超音波画
像を出力する。
【００４４】ところで、キーボード３５から予め走査情
報（本実施の形態ではリニア走査のピッチとストロー
ク）を入力することができるが、この走査情報を入力し
なかった場合には以下のようになる。
【００４５】位置検出回路９から出力される振動子５の
位置信号及びプローブ識別コード発生回路１０から出力
されるプローブ識別信号（プローブ周波数、振動子種
別、走査方式等）は、ＰＣボード２２のコントローラ１
５に入力され、さらにＰＣボードローカルバス２８及び
ＰＣ内部バスコントローラー２７、ＰＣ内部パス２９を
経由して、演算処理部３１に入力される。
【００４６】演算処理部３１では、入力された振動子５
の位置信号と走査情報とキーボード３５により指定され
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9
た表示形式を認識し、これらの情報より各表示画像の大
きさ、スケールを算出し、画像表示を行う。この際、３
次元走査用駆動ユニットを用い、ラジアル画像とリニア
画像を同時表示する場合の動作は以下のようになる。
【００４７】３次元走査用駆動ユニットでは、３次元走
査の際に、位置検出回路９より、ラジアル走査による振
動子５の位置信号（Ａ相：１回転に数百パルス、Ｚ相：
１回転に１パルス）と、リニア走査による振動子５の位
置信号（ラジアル断層像１画像毎にリニア方向に１ステ
ップ移動）を出力する。
【００４８】この場合、画像表示を演算する演算処理部
３１にて、ラジアル走査による振動子５の位置と、リニ
ア走査による振動子５の位置が把握されているので、キ
ーボード３５により指定された表示形式（表示パター
ン、表示レンジ）にしたがってラジアル画像とリニア画
像のスケールを合わせてＤＰＲ画像を構築する。
【００４９】この場合にモニタ４には図２に示すように
表示される。図２に示すようにラジアル画像の表示レン
ジの縦横が例えば４ｃｍに設定されると、リニア画像の
縦の表示レンジも４ｃｍ、横のリニア方向も４ｃｍのリ
ニアストロークとしてラジアル画像の表示レンジとリニ
ア画像の表示レンジとを合致させて同時に表示（ＤＰＲ
表示）する。なお、図２で示すスケール３９は１ｃｍの
場合での値を示す。また、図２のリニア画像でのリニア
ピッチは例えば１ｍｍの場合で示している。
【００５０】次に、ラジアル走査用駆動ユニットを用い
て、ラジアル画像とリニア画像を同時表示する場合の動
作を以下に記す。この場合は、位置検出回路９より、ラ
ジアル走査による振動子５の位置信号（Ａ相：１回転に
数百パルス、Ｚ相：１回転に１パルス）のみ出力され
る。ラジアル走査による位置信号をもとに、画像表示を
演算する演算処理部３１にて、キーボード３５により指
定された表示形式（表示パターン、表示レンジ）にした
がってラジアル画像のみスケールを決定し、リニア画像
のスケールは、不定であるのでスケールマーカを表示せ
ずにあらかじめ決められた大きさでＤＰＲ画像を構築す
る。
【００５１】この場合モニタ４に表示されるＤＰＲ画像
の１例を図３に示す。この場合には、例えばラジアル画
像の表示レンジが４ｃｍであると、図２の場合と同様に
表示されることになる。一方、リニア画像についてはラ
ジアル画像の取り込み枚数が例えば３０枚であると、取
り込み順のピッチで３０枚でのリニア画像を生成する。
【００５２】ラジアル走査用駆動ユニットを用いて図３
のように画像表示後に、手動などで超音波プローブをリ
ニア方向に走査した場合の走査情報（本実施の形態では
リニア走査のピッチとストローク）が分かるような場合
には、その走査情報をキーボード３５から入力すると、
その走査情報がキーボード３５よりＩ／Ｆ３７を経由し
て演算処理部３１に伝達され、演算処理部３１でその走
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査情報に合わせたスケールで画像を再構築して表示す
る。その場合には、入力された走査情報に応じてリニア
画像のスケールが表示されてＤＰＲ表示される。
【００５３】つまり、ラジアル走査用駆動ユニットを用
いた場合にも、手動などでリニア方向に移動した場合の
新規の或いは修正の走査情報（走査ストロークと走査ピ
ッチ）を入力することにより、演算処理部３１でその走
査情報に合わせたスケールで再構築し、モニタ４には再
構築されたラジアル画像とリニア画像とが同時に表示さ
れる。
【００５４】従って、本実施の形態によれば、実際に走
査した場合のリニア方向の任意の走査情報を入力するこ
とにより、（従来例における）予め決められた走査スト
ロークと走査ピッチの場合にのみに限定されることな
く、任意の走査ストロークと走査ピッチの場合にもＤＰ
Ｒ表示できる。
【００５５】次にキーボード３５から予め走査情報（本
実施の形態ではリニア走査のピッチとストローク）を入
力した場合の動作を以下に説明する。位置検出回路９か
ら出力される振動子５の位置信号及びプローブ識別コー
ド発生回路１０から出力されるプローブ識別信号（プロ
ーブ周波数、振動子種別、走査方式等）は、ＰＣボード
２２のコントローラ１５に入力され、さらにＰＣボード
ローカルバス２８及びＰＣ内部バスコントローラ２７、
ＰＣ内部バス２９を経由して演算処理部３１に入力され
る。
【００５６】また、キーボード３５から入力された走査
情報は、Ｉ／Ｆ３７を経由して、演算処理３１に入力さ
れる。演算処理部３１では、入力された振動子位置信号
と識別信号とキーボード３５により指定された表示形式
及び捜査情報を認識し、これらの情報より各表示画像の
大きさ、スケールを算出し、画像表示を行う。
【００５７】この際、３次元走査用駆動ユニットを用
い、ラジアル画像とリニア画像を同時表示する場合の動
作は、前述のキーボード３５から走査情報が入力されな
かった場合と同様である。
【００５８】一方、ラジアル走査用駆動ユニットを用い
て、ラジアル画像とリニア画像を同時表示する場合は、
位置検出回路９より、ラジアル走査による振動子５の位
置信号（Ａ相：１回転に数百パルス、Ｚ相：１回転に１
パルス）のみ出力されるが、キーボード３５から入力さ
れた走査情報は、Ｉ／Ｆ３７を経由して、演算処理部３
１に入力されラジアル走査による位置信号をもとに、画
像表示を演算する演算処理部３１にて、キーボード３５
により指定された表示形式（表示パターン、表示レン
ジ）と走査情報にしたがってラジアル画像とリニア画像
のスケールを決定し、ＤＰＲ画像を構築する。
【００５９】なお、超音波画像データ及び受信データ
は、ＰＣ内部メモリ３２に格納されるだけでなく、プロ
グラムの処理時間に影響がなければ、ＰＣ補助記憶装置
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11
３３に格納してもよい。次に、演算処理部３１で実行す
る処理動作について、図４を参照しながら説明する。
【００６０】図４は超音波診断装置１の演算処理部（Ｃ
ＰＵ）３１のおける制御動作例を説明するためのもの
で、ＤＭＡ転送と演算処理部３１で実行する処理とを含
んだフローチャートである。まず、コンピュータ１２の
演算処理部３１が起動すると、演算処理部３１は、プロ
グラムに従ってその動作を開始し、ステップＳ１に示す
ようにＰＣボード２２への初期設定等を行う。
【００６１】初期設定後、ステップＳ２に処理を移行
し、この処理で超音波データの取り込みをＰＣボード２
２に指示し、ＰＣボード２２と送受信ユニット１１とで
受信信号をＰＣボード２２の受信データ用メモリ２５に
格納してステップＳ３の処理に移る。ステップＳ３の処
理では、受信データ用メモリ２５に１フレーム分の受信
データが格納されているか否かを判定し、格納されてい
なければステップＳ２の処理に戻り、受信データを受信
データ用メモリ２５に格納する。
【００６２】一方、ステップＳ３の判定で１フレーム分
の受信データが受信データ用メモリ２５に格納されてい
ると判定された場合には、次のステップＳ４の処理に移
る。ステップＳ４の処理では、受信データ用メモリ２５
に１フレーム分のデータが格納されていることから、Ｐ
Ｃボード２２の受信データ用メモリ２５にこの格納され
ている受信データをコンピュータ１２のＰＣ内部メモリ
３２へＤＭＡ転送する。そして、ステップＳ５の処理に
移る。
【００６３】ステップＳ５による処理では、ＤＭＡ転送
が終了したか否かを判定し、終了している場合には、ス
テップＳ６～Ｓ１０に移行し、そうでない場合には、ス
テップＳ４に戻る。
【００６４】ステップＳ５の処理によるＤＭＡ転送終了
後、ステップＳ６に移行し、生成する画素に対応する座
標変換及び補間処理のパラメータをＡＲＭテーブルから
読み込み、続くステップＳ７の処理で、このＡＲＭテー
ブルより画素生成に必要な受信データが格納されている
音線データメモリのアドレスの作成と補間係数パラメー
タの作成を行う。
【００６５】そして、続くステップＳ８による処理で、
音線データメモリから受信データを読み込み、続くステ
ップＳ９による処理で、読み出した受信データを補間係
数パラメータにより補間処理して画素データを算出し、
その結果を次のステップＳ１０による処理でＰＣ内部メ
モリ３２に格納して、ステップＳ１１に移る。
【００６６】このステップＳ１１の判定処理では、前記
ステップＳ６～Ｓ１０までの処理によって１フレーム分
の超音波画像の画素に行われたか否かを判定し、行われ
た場合には、つまり１フレーム分の画像データが演算さ
れたものとして、次のステップＳ１２に移行し、逆に行
われていない場合には、処理をステップＳ６に戻して、
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１フレーム分の超音波画像が得られるまでこの処理を繰
り返す。
【００６７】ステップＳ１１で１フレーム分の画像デー
タが演算された後、演算処理部３１は、ステップＳ１２
の処理で選択された出力モードがリニア画像のみの表示
であるか否かを判定し、この判定でリニア画像のみの表
示でない場合、ステップＳ１３でさらに出力モードがラ
ジアル画像とリニア画像とを組み合わせて表示するか否
かを判定する。
【００６８】この判定がラジアル画像とリニア画像とを
組み合わせて表示しないものであると判定された場合に
は、ステップＳ１４に移行し、位置信号とプローブ識別
信号の取り込みを行う。そして、次のステップＳ１５で
表示設定の処理を行い、表示の際のスケールを決定をす
る。
【００６９】次のステップっＳ１６で走査情報の入力有
りか否かを判断し、走査情報の入力が無い場合にはステ
ップＳ１８に移り、走査情報の入力が有る場合にはステ
ップＳ１７で入力された走査情報をもとに表示設定の再
度の設定を行う。そして、次のステップＳ１８でラジア
ル画像の表示のみを行い、ステップＳ２に戻る。
【００７０】一方、ステップＳ１２の判断において、リ
ニア画像のみの表示である場合は、前述したステップＳ
１４～Ｓ１７の処理を行った後、ステップＳ１９に移行
し、リニア画像のみを表示してステップＳ２に戻る。
【００７１】また、ステップＳ１３の判断において、そ
の出力モードがラジアル画像とリニア画像とを組み合わ
せて表示する場合には、前述したステップＳ１４～Ｓ１
７の処理を行った後、ステップＳ２０に移行し、図２或
いは図３のようにラジアル画像とリニア画像とを組み合
わせて表示してステップＳ２に戻る。
【００７２】この場合、図３のようにリニア画像のスケ
ールは表示しないでラジアル画像とリニア画像とを同時
に表示した場合、前述したようにキーボード３５からリ
ニア方向の走査情報を入力すると、その走査情報に従っ
て、表示の設定を再設定して表示する。
【００７３】このように動作する本実施の形態によれ
ば、超音波プローブ、そのプローブ駆動部の仕様に依存
しないで、種々の３次元走査方式（走査ピッチ及び走査
ストローク）或いはラジアル走査方式に対応してラジア
ル画像とリニア画像とを同時に表示できる。従って、ユ
ーザに対して装置のコストを低減でき、汎用性のある装
置を実現できる。
【００７４】（第２実施の形態）次に本発明の第２実施
の形態を図５及び図６を参照して説明する。図５は本発
明の第２実施の形態の超音波診断装置の全体構成を示
し、図６はリニア位置検出機構を示す。第１の実施の形
態では、走査情報をユーザがキーボード３５より入力す
る方法を採用したが、本実施の形態ではキーボード３５
以外のリニア位置検出機構を採用したものである。
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【００７５】図５に示す第２実施の形態の超音波診断装
置１′は図１の超音波診断装置１において、ラジアル走
査用の超音波プローブ部２にはリニア位置検出機構４１
を設け、このリニア位置検出機構４１を構成するリニア
位置検出用ロータリエンコーダ４２から出力されるリニ
ア位置信号をＩ／Ｆ３７を介して演算処理部３１等に入
力できるようにしている。このため、本実施の形態で
は、キーボード３５及びトラックボール３６を設けるて
いないが、表示レンジなどを入力するために設けても良
い。
【００７６】図６はリニア位置検出機構４１の構成を示
す。図６（Ａ）に示すように超音波プローブ４３の細長
のシース４４内にはフレキシブルシャフトが挿通され、
その先端にはメカニカルにラジアル走査される振動子５
が取り付けてある。このシース４４の外側にはリニア位
置検出機構４１が配置される。
【００７７】このリニア位置検出機構４１は図６（Ａ）
のＡ－Ａ断面を示す図６（Ｂ）に示すようにシース４４
を通す孔が設けられ、この孔の内側の例えば３箇所に
（内側に）突出する３つのローラ４５が設けてある。そ
して、この孔にシース４４を通すことにより、３つのロ
ーラ４５がその外周面に当接し、シース４４をその長手
方向（リニア方向）に移動すると、ローラ４５はその移
動量に応じて回転するようにしている。
【００７８】３つのローラ４５の１つのローラ４５には
ロータリエンコーダ４２が接続され、ローラ４５の回転
量の検出からシース４４のリニア方向の移動量を検出可
能にしている。このロータリエンコーダ４２の出力信号
はケーブル４６を介してＩ／Ｆ３７に入力される。その
他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００７９】本実施の形態は３次元走査用の超音波プロ
ーブ部２の場合は第１の実施の形態と同様となる。一
方、ラジアル走査用の超音波プローブ部２の場合には、
位置検出回路９からはラジアル方向の位置信号しか出力
されないが、ロータリエンコーダ４２によりリニア方向
の位置信号がＩ／Ｆ３７を介して演算処理部３１に入力
され、３次元走査用の超音波プローブ部２の場合と同様
にラジアル画像とリニア画像とをスケールを伴った同時
表示が可能になる。
【００８０】なお、上述のＩ／Ｆ３７としてはシリアル
Ｉ／Ｆ、パラレルＩ／Ｆのいずれを使用しても同様の効
果が得られる。
【００８１】また、上記ロータリエンコーダ４２の代わ
りに特願平１０－１９７６４３号に示されるように磁場
検出手段と磁場検出手段から選られた情報を演算処理部
３１に入力することにより、演算処理部３１で演算する
ことによりプローブの位置情報を算出し、画像化処理に
使用するようにしても良い。
【００８２】［付記］
１．超音波振動子を有する少なくともラジアル走査が可*
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*能な超音波プローブと、前記超音波振動子を機械的に走
査させながら、超音波振動子の位置を検出あるいは設定
する振動子位置信号の位置信号作成手段と、振動子位置
信号に同期して送信信号を発生し超音波振動子を駆動す
ると共に、得られたエコー信号を受信して検波する送受
信ユニットと、送受信ユニットで処理されたエコー信号
をデジタルデータに変換して取り込み、ラジアル方向及
びリニア方向の超音波断層像を生成する断層像生成手段
とを備えた超音波診断装置において、前記振動子位置信
号をもとに走査方式の情報を認識する走査方式認識手段
と、走査方式の認識結果から表示スケールを設定する表
示スケール設定手段と、設定された表示スケールに従っ
てラジアル方向及びリニア方向の超音波断層像を生成す
る演算手段と、新規あるいは修正された走査情報値を入
力する走査情報入力手段と、前記新規あるいは修正され
た走査情報値に従って、ラジアル方向及びリニア方向の
超音波画像を演算手段により再構築して表示手段に表示
するようにしたことを特徴とする超音波診断装置。
【００８３】２．超音波振動子を有する超音波プローブ
と、超音波振動子を機械的に走査させながら、振動子の
位置を検出あるいは設定する振動子位置信号作成手段
と、位置信号に同期して送信信号を発生し超音波振動子
を駆動すると共に、得られたエコー信号を受信して検波
する送受信ユニットと、送受信ユニットで処理されたエ
コー信号をデジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換手段
と、Ａ／Ｄ変換手段から得られたデジタルデータを取り
込み、ＣＰＵで合成演算して複数方向の超音波断層像を
生成する演算手段からなるコンピュータで構成される超
音波診断装置において振動子位置信号をもとに走査方式
の情報を認識する走査方式認識手段と、走査方式の認識
結果から表示スケールを設定する表示スケール設定手段
と、設定された表示スケールに従って複数方向の超音波
断層像を生成する演算手段と、走査方式の情報の新規値
あるいは修正値を入力する走査情報入力手段と、新規あ
るいは修正された走査情報値に従って、複数断面の超音
波画像を演算手段により再構築することを特徴とする超
音波観測装置。
【００８４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、任
意の走査ピッチと走査ストロークに対応するＤＰＲ画像
を表示可能な超音波診断装置を実現できる。また、超音
波プローブ、プローブ駆動部の仕様に依存せず、種々の
３次元走査方式に対応して、超音波断層像の複数像同時
表示が実現できる。従って、ユーザに対して装置コスト
を削除でき、汎用性のある超音波診断装置を提供でき
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の
全体構成を示すブロック図。
【図２】３次元走査用駆動ユニットを用いてラジアル画
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像とリニア画像とを同時表示した例を示す図。
【図３】ラジアル走査用駆動ユニットを用いてラジアル
画像とリニア画像とを同時表示した例を示す図。
【図４】本実施の形態の処理動作のフローチャート図。
【図５】本発明の第２の実施の形態の超音波診断装置の
全体構成を示すブロック図。
【図６】リニア位置検出機構を示す図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波プローブ部
３…超音波観測装置
４…モニタ
５…（超音波）振動子
６…走査用駆動ユニット
７…モータ
８…モータ駆動回路
９…位置検出回路 *
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*１０…プローブ識別コード発生回路
１１…送受信ユニット
１２…コンピュータ
１３…送信信号発生器
１５…コントローラ
１６…受信アンプ
１８…検波回路
２２…ＰＣボード
２７…ＰＣ内部バスコントローラ
２８…ＰＣボードローカルバス
２９…ＰＣ内部バス
３１…演算処理部
３２…ＰＣ内部メモリ
３４…画像出力部
３５…キーボード
３７…Ｉ／Ｆ
３９…スケール

【図１】 【図２】

【図３】
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